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 当協議会としては今年で5回目の出展であり、協議会
の啓発活動としてすっかり定着してきました。このイベ
ントに参加する目的は、
①くすりの正しい使い方を子どもや父兄に理解しても
　らい、実践してもらうこと
②協議会が教育者向けに実施している「くすり教育の
　出前研修」で紹介している効果的な授業例を検証す
　ること
の2点です。参加者が体験できるプログラムを通じて、
くすりの正しい使い方や薬剤師の仕事について学んで
もらいました。
　当日、開始早々は昨年に比べて入場者がまばらで少
し心配しましたが、徐々に参加者も増えてきて、子ども
たちに対する我々の出展ブースへの誘導も手慣れた
もので、最終的には昨年より多い、約100名の方に参
加いただきました。
　主催者が参加者に対してイベント後に実施したアン
ケートでは、出展ブースごとに「面白かったこと」を投票
してもらっており、当協議会は、子ども23ポイント（平
均17ポイント）、大人17ポイント（平均9ポイント）と、子
どもも大人も平均点以上で好評でした。さらに、子ども
からは「実験が面白かった」、大人からは「わかりやすい
紙芝居、実験が良かった」とその理由が挙げられ、体験
型プログラムの狙いが的中した結果となりました。
 ブースでは、くすりの吸収、排泄、血中濃度についてパ
ネルを用いてわかり易く説明した後、紙芝居と実験を行
いました。紙芝居は昨年から、「カプセル君と錠剤ちゃん
～バイキン君をやっつけろ～」と題して行っており、バイ
キン君のせいで風邪をひいた主人公はるちゃんが、少
量のジュースで風邪薬のカプセル君と錠剤ちゃんを飲
んだため悪化、正しくコップ１杯の水で飲んだら治った、
という子どもにわかり易いストーリーにしています。そ
の間に何故コップ1杯の水で飲むのか、ジュースで飲ん
ではいけないのか実験することで、3つのルール*を確
認しました。子どもも大人も、実際にカプセルに触れ

てぺたぺた実験を行ったり、また胃腸薬の成分の一つ
である重曹とジュースを試験管に入れて飲み合わせを
確認してもらう体験型としたことで参加意識が強くな
り、印象に残ったのだと思います。
 クイズでは、今年から○×の札を持って正解を選んで
もらいましたが、こちらも体験型のイメージが強くなり
ました。
 「薬剤師って知っている？」は薬剤師のカウンター業務
の模擬体験です。熱っぽかったり、喉の痛みがある、又
はお腹が痛い患者さんに、症状を聞いて薬を渡します。
台本を読んで渡すだけですが、薬剤師役の子ども、患
者役の子どもどちらも活き活きと目をかがやかせて参
加していました。薬剤師役は白衣を着てもらったので、
強く印象に残ったようです。
　子どもや大人の反応から、講義だけでは理解は不十
分であり、実験などに参加することで理解が深まり心に
強く残ることが判りました。来年以後は、3つのルール*
以外の新たなストーリーを考えるなどの課題も見えて
きたことから、中期計画で掲げる「一般の方へのくすり
適正使用の普及」に生かしていきたいと考えています。
　また今回は、通常は教育者向けの研修講師を務める3
名のくすり教育アドバイザーの方にも参加をいただき、
ベテランの味を出しながらの紙芝居、実験、クイズが積極
的に実施されました。終了後にはくすり教育アドバイザー
の方からも「参加して本当に良かった」とのコメントがあり
ましたので、このバトンを繋ぐよう、来年はまた別のアドバ
イザーの方に参加を依頼したいと考えています。

*くすりの正しい使い方3つのルールとは、「コップ1杯の」「水かぬるま湯」で「そのまま」飲む原則のこと

約2,000品目の掲載に驚きの声も！
　ポスター発表会場で先生方と意見交換をしている
と、日本語版くすりのしおり®はかなり浸透していること
が伺えました。一方、英語版くすりのしおり®は日本語
版ほどではなく、ポスター発表で、約2,000品目の英語
版くすりのしおり®が掲載されていることも併せて紹介
すると、「そんなにあるのですか」と驚嘆の声があげら
れました。当学術大会で発表した意義は大きなもので
した。
　また、英語版くすりのしおり®の存在は知っていても、
「どこから探せば良いのか分からない」とのご意見もあ
りましたので、会場では実際にWeb上でデモンストレー
ションを行い、協議会のサイト<Webリンク2>からのア
クセス方法を紹介しました。

患者さんが渡航時に使用するケースが多い
　逆にこちらから実際の臨床現場で英語版が必要に
なる状況をお聞きすると、外国人の患者さんだけでな
く、「海外に行く際に英語で説明された医薬品の情報
が必要」という患者さんのニーズもやはり多いようです。

これは、「英語資材使用理由のほとんどは患者の渡
航」という発表の内容を裏付ける形となりました。今まで
は英語で書かれている様々な資料を繋ぎ合わせなが
ら患者さんへの情報提供をしていたケースもあるそう
で、「くすりのしおり®」のようにまとまった英語資材は助
かるとのことです。また、吸入剤や点鼻剤などは、特殊
な使用法を英語で説明するのが難しいので、重宝する
との意見もありました。

今後の課題
　医療現場での英語版くすりのしおり®のニーズが渡
航目的に重きが置かれているのであれば、汎用されて
いる医薬品の英語版カバー率を上げることが重要で
あると当委員会では考えています。また、「欲しい時に
見つけにくい」という意見がありましたので、協議会の
HPを工夫するなどWeb上での提供方法についても検
討していきたいと考えています。
　このような点を踏まえ、今後も“くすりのしおりクラ
ブ”の皆様の協力をいただきながら、英語版くすりの
しおり®の充実を図っていきます。

英語版くすりのしおり®
～現場の先生方からたくさんのご意見をいただきました～

第45回  日本薬剤師会学術大会  ポスター発表
くすりのしおりコンコーダンス委員会　栗原　理栗原　理

※発表内容はRAD-AR News Vol.23 No.3
<Webリンク1>をご参照下さい

前号Vol.23,No.3にて紹介した第15回日本医薬
品情報学会学術大会での発表に続き、2012年
10月7～8日に開催された第45回日本薬剤師会
学術大会（会場：アクトシティ浜松他）において、英
語版くすりのしおり®に関するポスター発表を行
いました。この学術大会は参加される薬剤師の先
生方の数も約7,500名と非常に多く、次から次へ
と足を止めて閲覧していただけたので、医療現場
での貴重なご意見を伺うことができました。

Webリンク1　http://www.rad-ar.or.jp/03/03_news/03_news_index.html
Webリンク2　http://www.rad-ar.or.jp/siori/english/
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